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計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
多
方
面

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
改
正
や
制
度
改

正
に
よ
り
障
が
い
の
あ
る
方
の
生
活
環
境

は
少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
福
祉
施
設
入
所
者
や
精
神
科

病
院
に
入
院
す
る
方
の
地
域
生
活
へ
の
移

行
を
促
進
す
る
た
め
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
や
相
談
支
援
体
制
の
充
実
と
強
化
な
ど

が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
計
画
推
進
に
向
け

て
①
地
域
生
活
支
援
体
制
の
充
実
②
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
基
盤
整
備
③
就
労
支
援
施
策

の
充
実
④
精
神
保
健
福
祉
・
医
療
施
策
の

充
実
⑤
保
健
・
医
療
の
推
進
⑥
人
材
の
養

成
・
確
保
⑦
広
報
・
啓
発
活
動
の
推
進
⑧

計
画
の
検
証
に
取
り
組
み
ま
す
。（
図
２
）

　

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族

か
ら
の
相
談
に
迅
速
で
的
確
な
対
応
が
取

れ
る
相
談
支
援
体
制
の
確
立
に
努
め
る
と

と
も
に
、
必
要
と
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
や
多
様
な
支
援
に
よ
り
、
障
が
い
の
あ

る
方
の
社
会
参
加
と
地
域
生
活
へ
の
移
行

の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

第
４
期
留
萌
市
障
が
い
福
祉
計
画
に

は
、
必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
相
談

支
援
、
地
域
生
活
支
援
事
業
な
ど
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
①
相
談
支
援
体
制
の

充
実
②
施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の
移

行
③
入
院
中
の
精
神
障
が
い
者
の
地
域
生

活
へ
の
移
行
④
障
が
い
者
の
地
域
生
活
支

援
⑤
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行

⑥
支
援
の
質
の
向
上
⑦
計
画
相
談
支
援
⑧

障
が
い
児
支
援
の
合
わ
せ
て
８
つ
の
基
本

指
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　障がい者の自立や社会参加の促進のため、必要な障害福
祉サービスの提供や支援体制の充実を図っていきます。

市・社会福祉課　　４２‐１８０７

第４期留萌市障がい福祉計画を
策定しました

問

▲図１　第４期留萌市障がい者福祉計画基本指針

▲図２　計画推進に向けた取り組み

① 相談支援体制の充実
　障がいのある方が、住み慣れた地域で安心
して暮らすため、基幹相談支援事業所との連
携や自立支援協議会の活性化などを図ります。

② 施設入所者の地域生活への移行
　在宅生活を基本とした地域の共同生活の
場においての相談などの支援を図ります。

③ 
　退院のために地域移行支援や地域定着支
援、自立訓練事業などを行い、本人の希望
を尊重した地域生活への移行に努めます。

④ 障がい者の地域生活支援
　地域ニーズや既存のサービスの現状、生
活状況などに応じ、協議会などで支援活動
の内容について検討します。

⑤ 福祉施設から一般就労への移行
　公共職業安定所など関係機関との情報交
換や連携を図り、一般就労への支援体制の
強化に努めます。

⑥ 支援の質の向上
　留萌市障がい者虐待防止センターを中心
に関係機関からなるネットワークを構築し、
虐待の未然防止と迅速な対応に努めます。

⑦ 計画相談支援
　利用者の状態や希望を尊重し、継続的か
つ一貫性を持った障害福祉サービスが提供
されるよう総合的な支援を行います。

⑧ 障がい児支援
　子育て支援部局や教育委員会との連携を
図り、発達の遅れや障がいのある子どもに
対するサービス提供体制の整備を図ります。

第４期留萌市障がい福祉計画・基本指針
   ◆計画における基本指針を下記のとおり掲げ、その実現を目指します。

入院中の精神障がい者の
　　　　　　　  地域生活への移行

計画推進に向けた取り組みについて
① 地域生活支援体制の充実

② サービス提供の基盤整備

③ 就労支援施策の充実

④ 精神保健福祉・医療施策の充実

⑤ 保健・医療の推進

⑥ 人材の養成・確保

⑦ 広報・啓発活動の推進

⑧ 計画の検証

障
害
者
の
自
立
と

社
会
参
加
の
促
進
へ

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け
た

計
画
の
基
本
指
針

計
画
推
進
へ
の
取
り
組
み

相
談
体
制
の
確
立
へ
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地
域
生
活
や
一
般
就
労
へ

福
祉
施
設
か
ら
の
移
行
を

　

障
が
い
者
の
自
立
を
支
援
す
る
観
点
か

ら
、「
地
域
生
活
移
行
」「
就
労
支
援
」「
地

域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備
」
な
ど
の
課
題

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
を
目
標
年
度

と
し
た
成
果
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
成
果
目
標
は
、
国
や
道
の
基
本
指

針
で
示
す
目
標
値
を
基
準
と
し
、
こ
れ
ま

で
の
実
績
や
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
設

定
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
福
祉
施
設
か
ら
地
域
生

活
へ
の
移
行
目
標
と
し
て
、
25
年
度
末
時

点
の
施
設
入
所
者
数
46
人
の
12
％
を
地
域

生
活
に
移
行
し
、
施
設
入
所
者
数
の
４
％

削
減
を
図
り
ま
す
。
福
祉
施
設
か
ら
一
般

就
労
へ
の
移
行
目
標
は
、
24
年
度
の
一
般

就
労
移
行
人
数
３
人
を
基
準
値
と
し
て
移

行
実
績
を
２
倍
に
増
や
す
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
利
用

者
数
を
25
年
度
末
の
利
用
者
数
７
人
に
対

し
、
目
標
年
度
に
６
割
増
や
す
こ
と
を
目

指
す
ほ
か
、
障
が
い
者
の
地
域
生
活
支
援

拠
点
な
ど
の
整
備
と
し
て
目
標
年
度
ま
で

に
障
が
い
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
策
に
つ
い

て
検
討
し
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
計
画
的
に
実

現
す
る
た
め
、
成
果
目
標
な
ど
の
実
績
を

毎
年
度
十
分
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
計
画
の
変
更
や
事
業

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

　基幹相談支援事業所などに相談員を配置し、適
切なケアマネジメントを行うとともに、障がい者
の自立と社会参加を支援します。

　日中活動系・訪問系・居住系の各障害福祉サー
ビスの適正な提供とともに、生活環境の設備、地
域生活への移行促進を図ります。

　関係機関との連携を深め、地域支援体制の確保
と多様な就労に向けた支援の充実を図ります。

　相談支援ネットワークの整備を推進し、医療機
関と福祉機関との連携を図ります。

　一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組んで
いける環境整備と支援体制の強化を図るとともに、
市が実施する各種健診への参加勧奨を行います。

　障がいのある方の自立した生活を支えるため、
サービス利用計画の作成にあたるケアマネジメン
ト体制の整備へ向けた人材育成を進めます。

　障がいのある方に対する正しい理解を深めても
らうための啓発活動を推進します。

　成果目標およびサービス必要目標値の進捗状況
を年度ごとに確認し、検証します。

　

留
萌
市
で
は
、
地
域
に
お
い
て
必
要
と

さ
れ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援

お
よ
び
生
活
支
援
な
ど
が
適
切
に
提
供
さ

れ
る
た
め
の
計
画
と
し
て
「
留
萌
市
障
が

い
福
祉
計
画
」を
策
定
し
、障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
や
障
が
い
者
の
生
活
基
盤
の

整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
策
定
し
ま
し
た
「
第
４
期
留

萌
市
障
が
い
福
祉
計
画
（
平
成
27
〜
29
年

度
）」
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い

て
「
障
が
い
者
の
範
囲
の
拡
大
」「
障
害

支
援
区
分
の
創
設
」「
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の

計
画
的
な
設
備
」
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
国
の
基
本
方
針
や
北

海
道
の
基
本
方
針
に
即
し
、
必
要
な
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
適
切
な
相
談
支
援
な
ど

が
計
画
的
に
提
供
さ
れ
る
た
め
の
実
施
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。


